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進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
本
町
の
歴
史
的
な
事

業
で
あ
り
ま
す
勝
浦
病
院
の
改
築
、

勝
浦
中
央
橋
の
建
設
に
つ
い
て
も
、

本
年
三
月
完
成
を
目
指
し
て
、
順
調

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
主
産
業
の
み
か
ん
産
業
に

つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態

に
あ
る
と
受
け
と
め
、
本
町
農
業
の

立
て
直
し
を
ど
う
し
て
も
は
か
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
決
意
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
昨
年
の
八
月
に
、

み
か
ん
危
機
対
策
本
部
を
設
留
し
、

将
来
の
展
望
に
立
っ
て
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
か
、
当
面
ど
の
よ
う
な
対

策
を
立
て
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
抜
本
的
な
股
業
振
興
計
画
を
樹

立
し
、
本
年
か
ら
積
極
的
に
推
溢
を

は
か
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す

刷
機
長

議

員
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年
頭
の
あ

い

し

可

」

の
で
、
い

っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
依
然
と
し
て
、
厳
し
い
行

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
、
試
練
の
年

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
心
を
新
た

に
し
て
、
行
政
の
山
積
す
る
重
要
事

項
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
、
豊
か
で

住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
町
を
目
指
し

て
、
全
力
投
球
し
て
行
き
た
い
と
決

意
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
今
年
も
町
政
の
発
展
に

対
し
、
格
別
の
ご
却
一
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
と
共
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
健
康
と
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

み
か
ん
危
舞
大
破
推
進
大
会

当
直
す
る
み
か
ん
危
機
を
内
大
破
す

る
た
め
、
町
と
生
比
奈

・
勝
浦
両
農

協
が
中
心
と
な
り
、
「
み
か
ん
危
機
突

破
推
進
大
会
」
を
開
き
、
現
状
の
分

析
を
行
い
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を

提
示
し
ま
す
の
で
、
農
家
の
方
々
は

多
数
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

-

日

時

一
月
二
十
日
(
火
)

-

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

-

内

容

袋
業
経
営
の
改
善
目
標

具
体
的
作
自
の
導
入
お
よ
び
事

業
推
進
計
画
の
説
明

⑨
記

念

講

演

講

師

山
本
粥
先
生 

(県
農
業
改
良
線
上
席
専
門
技
術
以
)

演
題

「
み
か
ん
産
地
勝
浦
の
今

後
に
期
待
す
る
も
の
」
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イコ
勝浦町長

桜木義夫

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
、
昭
和
五
十
六
年

の
新
春
を
迎
、
ぇ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
激
動
の
年
だ
と
い
わ
れ
た

く
揺
れ
動
き
、
町
政
に
も
い
ろ
い
ろ

影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
町
民
の

み
な
さ
ん
や
議
会
議
員
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、
懸
案
の
課
題
で
あ
り
ま

す
産
業

・
教
育
の
振
興
、
福
祉
の
充

実
な
ど
の
諸
政
策
を
計
画
ど
お
り
推

合
盤
備
事
業

・
教
育
施
設
の
準
備
充

実
な
ど
こ
れ
ら
事
業
を
推
進
し
、
明

る
く
貨
か
な
、
町
づ
く
り
を
考
、
え
る

と
き
、
本
町
の
行
財
政
は
必
ず
し
も

楽
観
を
ゆ
る
さ
な
い
、
き
わ
め
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
新
年
に
あ
た
り
、
更

に
心
を
ひ
き
し
め
、
住
民
の
み
な
さ

ま
の
代
表
者
と
し
て
議
決
機
関
の
機

能
を
十
分
に
発
郷
し
、
町
民
の
婆
舗

を
最
大
限
に
生
か
し
た
い
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
町
民
の
み
な
さ

ん
の
格
別
の
こ
指
導
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議

長

中

西

晴
美 

だ
け
に
、
国
の
政
治
・
経
済
も
大
き

昭
和
田
年

年
頭
の
あ
い
さ
つ

勝
浦
町
議
会

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

輝
か
し
き
年
頭
に
あ
た
り
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
病
院
の
改
築
の
っ
ち
音
と
と

も
に
明
け
た
昭
和
五
十
六
年
で
-
」
ざ

い
ま
す
が
、
本
町
の
重
要
事
業
で
あ

り
ま
す
、
勝
浦
病
院
の
改
築

・
淡
村

総
合
筆
備
モ
デ
ル
事
業

・
畑
地
帯
総 

'-----' 
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(3) 第127号	 ヌうゐ コ つ� ら 昭和56年� 1月1日J

勝浦町

f¥ 

，、、‘

r3¥，る さ とを考えるJ実施要領

週E 旨

ふるさと1cJ:.わたしだちの愚も身近忽生活の濁であり，ゅのよりどころである。このふる

さとの現実に限を向け，自然を大切lごし.人と人とのつほガりを深め.生活の知恵を生かし

て豊かで明るいふるさとをつくることガ大切である。

そのだめ�  rふるさとを事える白J を設け.町民運動としてこれを実施しようとするもので

ある。� 

2 期自

信 用第� 1日曜日を�  rふるさとを考える日」とする。� 

3 主唱
勝浦町�  

4 鮭進協力償問団体

町内の各関係俄関団体ガ総力を挙げて縫進にあ疋る。� 

5 実施内容�  
(1 ) ふるさとの自然を大切lこし，環慢の美化|こつとめる。� 

o 町内の一斉濁帰を実施しよう。� 

o 家族そろって花づくりや樹木の手入れをしよう。

包) 家族の結ひつぎを強める。 
  

o ~空絞そろって命事をし . 話し合いをしよう。 

O 家族ガ絡に仕事をしよう。 
  
O 家族そろって.ふるさとの自然や文化を疋ずねる選定や見学をしよう� o
 

o 家族そろって先祖の主主主書りをし，先人に感開しよう。� 

(3) 	 容しを合理化し.むだをなくする。� 

o 京始の生活を~U未わい 生活を見なおそう。� 

o 電気ー刀ス ガソリン灯油等を節約し省工ネ運動をすすめよう。� 

(4) lt!!戚の逮帝を強める。 

O 隣近所の人々との艶し合いの機会をつくろう。� 

o 鱗[百vi志のIJ、旅行ーレクリ工 ション等辛口合の場をつくろう。
 
O だ杓とでも快よくあいさつを交わそう。 
  

6 	 運動推進の基:<$:方針

(づ) 町並び!こ港進協力機関団体刀相互の遠けいをはかり.全町的な運動として展開する。� 

(2) 胞蛾ぐるみで実駁する。� 

(3) 全町民ひとりひとりに徹底し.実飯されるよう広報活動を付う。� 

7 遷量富雄選のだめの具体的な方法

(オ)町広綴「かつうら-'� .~磁団体(区会老人会婦人会 年会学絞 PTA毒事〉を通 じ

て全町民にwlび力ける。

ぼ) 町並びにJ佳進協力機関団体は� rふるさとをきえる臼」に公的会合および括行容をさける

ようにつとめ.実践活動を阻奮しない。
 
(
3) ヴィレン・煙火忽ど「ふるさとを蓄える巴」の確認をはかる。� 

(4) 	 rふるさとを蓄える臼� J の作文を募集し 広報「かつうら」に燭厳 し て ピ 戸-)しにつと

める。� 

(5) 包橿施段 ・� 2宣備を開般し.実跨を容易ならしめる。� 

毎
月
第

日
曜
日

グ
ふ
る
さ
と
を
考
え
る
 
H
d
を
設
定

課設

⑤ 

建

O
町
道
・
河
川
の
災
害
復
旧
事
業 

V
治
山
・
砂
防
係
町
民
の
み
な
さ

ん
に
安
心
し
て
生
活
を
し
て
い
た
だ

山
く
ず
れ
・
地
す
べ
り
・

が
け
く
ず
れ
な
ど
の
予
防
や
復
旧
を

O
県
単
独
治
山
事
業 

O
県
単
独
が
け
く
ず
れ
事
業 

V
林
道
・
耕
地
係

農
業
の
省
力
化

と
生
産
性
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

土
地
基
盤
盤
備
事
業
や
林
道
の
新
設
、

O

町
単
独
股
林
道
整
備
事
業 

O
県
単
独
林
道
新
設
改
良
事
業 

O

県
単
独
土
地
改
良
事
業 

O
燥
村
総
合
盤
備
モ
デ
ル
事
業 

V
建

築

係

町

有
営
造
物
の
建
設
事

O
勝
浦
病
院
改
築
工
事 

V
そ
の
他

県
営
工
事
で
行
わ
れ
る

二
級
河
川
改
修
卒

業
お
よ
び
林
道
の
新
設
事
業
な
ど
の

用
地
交
渉
や
、
県
と
地
元
の
調
盤
な

国
庫
補
助
町
道
改
良
事
業

O
く
た
め
、

勝
浦
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
わ
た
し

た
ち
、
勝
浦
町
に
住
む
わ
た
し
た
ち

に
と
っ
て
、
勝
浦
の
自
然
は
、
そ
し

て
住
民
の
心
や
生
活
は
、
常
に
美
し

く
豊
か
な
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ

っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
忠
ま
れ
た

自
然
を
愛
し
、
お
互
い
に
力
を
合
わ

せ
て
、
明
る
い
町
・
住
み
よ
い
町
・

前
進
す
る
町
を
め
ざ
し
て
、
が
ん
ば

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
観
点
か
ら
、
各
方
面
の
方
々

か
ら
の
ご
意
見
を
附
い
て
、
「
ふ
る
さ

と
を
考
、
え
る
日
」
を
設
定
し
、
昭
和

五
十
六
年

一
月
か
ら
実
地
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
、
限
り
な
い

ご
賛
同
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

行
い
ま
す
。

改
良
を
行
い
ま
す
。

業
を
行
い
ま
す
。

県
道
改
良
事
業
、

建
設
課
は
か
豊
か
で
住
み
よ
い
勝

浦
町
。
を
め
ざ
し
て
、
道
路
・
河
川

を
良
く
す
る
と
と
も
に
、
環
境
の
整

備
と
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
施
設
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事
務
の
内
容
と
、
現

在
勝
浦
町
で
行
っ
て

い
る
建
設
課
所

管
の
事
業
を
簡
単
に
こ
紹
介
し
ま
す
。 

V
土
木
係

町
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
に
直
接
関
係
の
あ
る
、

町
道
・
僑

梁

・
河
川
の
新
設
改
良
お
よ
び
維
持

補
修
、
災
害
復
旧
事
業
を
行
い
ま
す
。 

島
修
行

ど
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
勝
浦
町
で
計
画
・
施
工
さ

れ
て
い
る
大
き
な
事
業
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

マ
県
道
徳
島
上
那
賀
線
与
川
内
工
区

道
路
改
良
工
事

マ
県
道
徳
島
上
那
賀
線
坂
本
工
区
道

路
改
良
工
事
(
測
量
中 
)

マ
二
級
河
川
生
名
谷
川
改
修
工
事

マ
二
級
河
川
坂
本
川
改
修
工
事

マ
二
級
河
川
掛
谷
川
改
修
工
事

マ
婆
緩
尾
林
道
新
設
工
事

O O

町
単
独
町
道
改
良
舗
装
事
業

県
単
独
町
道
舗
装
事
業 
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56年・勝浦町成人式 オ月� 2日

明日ぶは，ばたけ� 
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簡素な服装て全員出席を

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
勝
浦
町
成
人
式
を

一
月
二
日
、
午
前
九
時
か
ら
住
民
宿

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

社
会
へ
の
。
門
出
。
を
祝
う
「
成

人
式
」
は
、
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す

る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
意
義
深
い
式

で
す
。
成
人
式
の
真
の
意
義
を
理
解

し
、
簡
素
な
服
装
で
全
員
出
席
し
ま

し
ょ
、
っ
。

料
納
付
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
住
民
福
祉
謀
へ
こ
相

談
く
だ
さ
い
。

…

昭
和
五
十
六
年

一 

…

成
人
式
該
当
者
名
簿 

…


日

沼

江
・
石
原

横
田
明
美
・
絞
婦
久
子

町

一

北

山

浩

・

柳
谷
芳
光

・
北
野
恭
子

棚

野

…

山
瀬
戸
幸
子
・竹
村
千
代
子
・
出
口
公

子

日

下

浩

志

・
鈴
木
晴
久
・
谷
必
仁
山

山
中
村
恵
子

鶴
岡
茂
信

・
成
井
義
典
・
山
野
昭
弘
…

4

フ

山

山
野
哲
哉
岩
下
加
代
子

幸

山
恵
美
子 

…

山 …
槌
野
和
博

・
大
森
健
樹

・
仰
木
真

弓

節

美

幸

・
僑
谷
ゆ
か
り
・
礁
内
芳
枝
川

町

山

西

掛

川
情
上
典
子
・
山
本
敬
子

守守

川
柏
原
俊
雄

・
中
田
康
夫
・
稲
井

一一
穂

中

山

…
河
野
智
江

・
山
丸

干

絵

健

一県
政
美

・
寒
山
章
夫

・
北
内
宏
幸
山

ゐ

黒

岩

立
岩
宣
夫

・
甫

坂

勝

・

東

友

子

山

一
小
西
二
郎
・
森
野
順
二

岡

本

日

出

美

径

一服
淡
紅
子
・
勝
占
笠
子
・倉
内
託
子

山

山
岸
岡
早
百
合

・
谷
口
美
佐
江
・
山
川
多
鶴
子

立

俸

規

代
・
立
岩
美
津
代
・谷
一
尻
嵐
美
山

叩
横
尾
三
帆

津

野

熊

淳
子

山

…

中

角

償

瀬

山

山
河
野
洋
一

・
田

岡

秀

雄

・

武

田

太

悌

謙

二

・
片
山
隆
雄

・
木
原
卓
司
山

山
陽
地
博
己
・
久
保
早
苗
・花

岡

真

知

子

後

総

卓

宏

・

谷

正

信 
4

橋
本
隆
博
問

一
宮
本
明
代
・山
上

香

・湯

浅

千

代

美

平

岡

敏

一
・
前
田
英
男
・
森
岡

一
郎

山

町

星

谷

中

野

究

志

・
岡

友
子

・
穏
ム
長
子
山 

二
十
歳
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う

う
、
保
険
料
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

、ペノ
。

i

f

-

-

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

十
月

・
十

一
月

・
十
二
月
分
の
保

険
料
は
今
月
末
が
納
付
期
限
と
な

っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方

は
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と、

不
ぃ
胞
の
事
故
に
あ

っ
た
と
き
に
障
害

年
金
や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
間

納
め
忘
れ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
と
、

将
来
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

消

防

出

初

式

…
大
奥
和
明
・
大
高
武
治

・
高
橋
和
之

童

話

妄

・
清
水
孝
子

・
前
野
美
紀
…

…
藤
木
久
夫

・
宮
崎
昭
仁
・
宮
本
典
之

山
平
美
鈴

・
柏
木
栄
子 

&

町
山
川
浩
二

・
秋
本
町
子
・
石
原
洋
子

与

川

内

山 

…
高
田
政
子

・
徳
山
洋
子

・
藤
木
里
美

抑
市
議
往

・
坂
部
充
良

・
高
山
幸
雄 

山

生

名

締

本

祥
典

・
山
田
徹
・
山
西
克
史

叩 …

…
尾
山
秀
夫

・
加
藤
和
執
務
小
林
高
弘
高
木
一允
子

・
松
本
直
美

山

山
山
田
佐

一
・
大
西
宮
子

・
大
西
一兆
子

坂

本

山

山
多
国
綾

子

池

窪

稔

治

・
上
平
吉
仁

・
勝
本
尚
文

一

山

久

国

神

田

昌
治

・
平
尾
治
一

・
松

下

洋

一

一
市
原
義
昭
・
田
村
敏
治
・大

本

千

代

美

横

山

謙

二
・北
峰
小
百
合
浅
野
孝
代
一 

…
瀧
川
初
美
谷
脇
佐
代
子
・鶴
本
美
由
紀
雄
野
俊
子

・
寺
岡
孝
子

中
尾
空

一

山
中
西
佐
知
代
・平
尾
三
笑
子
・
福
井
理
絵
平
畠
久
美

・
柳
沢
永
子

山 

恒
例
の
消
防
団
出
初
式
を
、
次
に

よ
り
行
い
ま
す

0

・

日

時

一

月

十

五

日

(
木
)
午
前

-
式

九
時
三
十
分
開
会 

(団

員
の
方
は
、
七
時
三
十

分
ま
で
に
集
合
し
て
く

だ
さ
い
。)

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
(
雨
天
の
場
合
は
、

同
体
育
館
に
午
前
九
時

ま
で
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。)

場

¥} 

........、
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f¥ 

税
に
関
す
る
作
文


て
ひ
と
り
の
社
会
人
に
な
り
、
税
金

を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
時
は
、
税
金
を
納
め
る
大
切
さ
を

よ
く
知

っ
て
、
脱
税
や
正
し
い
申
告

を
お
こ
た
ら
な
い
で
、
進
ん
で
税
金

を
納
め
ら
れ
る
人
聞
に
な
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

紹
介
し
ま
す

民
生
委
員

十
二
月
一

日
付
で
、
厚
生
大
臣
か

ら
委
嘱
を
う
け
、
次
の
二
十
三
人
の

方
か
民
生
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

高

橋

正

雄

さ

ん

沼

江

瀬

戸

ゑ

み

さ

ん

石

原

・
大

久

保

利

子

さ

ん

今

山

山

海

良

子

さ

ん

山

西

掛

小
西
文
市
さ
ん

黒
岩
(
同
和 
)

西

尾

信

市

さ

ん

黒

岩 
(解
同 
)

久

保

定

雄

さ

ん

中

角

平

井

カ

さ

ん

生

名

(

来

)

O
野

上

光

男

さ

ん

生

名 
(西
)

勝

谷

克

己

さ

ん

星

谷

中

西

チ

ズ

ミ

さ

ん

久

国

西

尾

継

さ

ん

坂

本 

(西
)

。
印
は
総
務
、 

印
は
別
総
務
、

・
印
は
婦
人
部
長
で
す
。

以
上
の
委
員
さ
ん
に
、
明
る
い
町

づ
く
り
と
地
域
の
し
あ
わ
せ
を
高
め

る
た
め 
.
ご
協
力
を
願
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

い
つ
で
も
、
気
楽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
を
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
グ

最
近
、
多
く
の
家
庭
が
水
洗
ト
イ

レ
を
設
誼
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

生
活
水
準
の
向
上
と
術
生
思
想
の
普

及
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
本

町
の
場
合
、
こ
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化

は
ほ
と
ん
ど
が
浄
化
糟
に
よ

っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
は
適
正
な

維
持
管
理
と
正
し
い
使
用
方
法
が
守

ら
れ
て
こ
そ
、
そ
の
機
能
を
発
揮
す

O

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
管
理
と
使
用


方
法
を
ま
ち
が
う
と
放
流
水
に
よ
っ


て
環
境
を
汚
染
し
、
ま
た
、
浄
化
槽


の
寿
命
を
絡
め
る
こ
と
に
も
な
り
ま


原
因
喜
八
郎
さ
ん
棚
野
(
西
) 

す
。


寒

川

源

八

さ

ん

中

山
(東
)

正
し
い
維
持
管
理
を
す
る
た
め
に


は
次
の
点
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

⑮
無
届
け
般
置
は
い
け
ま
せ
ん

浄
化
醐
閣
を
設
置
す
る
と
き
は
、
事

前
に
保
健
所
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

O

こ
の
ほ
か
に
も
、

入選から

生活と税金

勝浦中学校� l年

T月定例人権・行政� 

l山配ごと合同相談� 

*日時 オ月� 9日(金)

午前10筒~午後3時

*場所 住民福祉センタ� 

⑥
工
事
は
「
施
工
士 

に

せ
っ
か
く
設
置
し
た
浄
化
糟
も
、

そ
の
工
事
の
し
か
た
が
粗
雑
だ
っ
た

り
ま
ち
か

っ
て
い
る
と
、
浄
化
抽
閣
の

機
能
が
十
分
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
施
工
は
、
資
格
を
も

っ
た

施
工
士
に
施
工
し
て
も
ら

っ
て
く
だ

さ
い
。⑥

定
期
の
保
守
点
検
・
清
掃
は

忘
れ
ず
巳

浄
化
槽
を
正
常
に
維
持
す
る
た
め
、

専
門
的
知
識
や
経
験
を
も
っ
許
可
業

者
に
よ
る
、
保
守
点
検
(
年 
4
回
以

上 
)
や
汚
泥
の
抜
取
清
掃
を
定
期
的

に
行
い
、
地
域
の

環
境
保
全
に
努
め

宇
品
ー
し
ょ
、

7
。

L

U

「
タ
ダ
タ
ダ
・
:
・

」

配
水
管
の
工
事
が
、
今
日
も
始
ま

っ

た
。
「
い
っ
た
い
こ
ん
な
大
金
を
維
が

出
す
の
だ
ろ
う 

僕
は
、
窓
か
ら
い

つ
も
見
な
が
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
し

た
。
父
母
に
附
い
て
み
る
と

「
み
ん

な
が
出
し
て
い
る
税
金
の

一
部
の
お

金
を
使
っ
て
、

町
が
工
事
を
し
て
い

る
口
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は

た
い
へ
ん
篤
き
ま
し
た
。
と

い
う
の

は
、
今
ま
で
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
か
、
全
然
知
ら
な
か

っ

た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
.
税
金
が
ど

ん
な
事
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た

今
度
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
本
四

述
絡
架
橋
も
、
税
金
の

一
部
で
造
ら

れ
る
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
大
き
な
工

事
は
、
個
人
の
力
だ
け
で
は
、
と
て

も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
国
の

事
業
と
し
て
、
国
民
の
納
め
た
税
金

に
よ
り
行
わ
れ
る
事
に
よ

っ
て
、

夢

の
よ
う
な
鳴
門
大
橋
も
実
現
さ
れ
る

の
だ
占
思
い
ま
す
。

税
金
は
僕
た
ち
の

生
活
に
密
着
し
た
、

晴

幅
広
い
純
聞
の
仕

事
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
、
え
ば
、

僕
た
ち
が
い
つ
も

ヲム中瀬

使
っ
て
い
る
教
科
書
、
学
校
の
色
々

な
設
備
、
校
舎
の
建
設
な
ど
も
す
べ

て
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
僕

た
ち
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
税
金

か
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
常
に
心
に

と
め
て
、
も
っ
と
勉
強
に
、
運
動
に

は
げ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
る
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
税
金
を

納
め
て
い
る
た
く
さ
ん
の
人
々
に
、

報
い
る
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
に
僕
た
ち
が

生
活
し
て
い
く
上
で
大
切
な
税
金
を

脱
税
し
た
り
、
正
し
い
申
告
を
お
こ

だ
っ
た
り
す
る
人
が
、
い
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
新
聞
に
の

っ
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
恥
か
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

税
金
は
、
何
ら
か
の
形
で
、
僕
た

ち
国
民
に
返

っ
て
く
る
の
だ
か
ら
、

決
し
て
矧
を
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
み
ん
な
が
そ
の
事
を
よ
く
知

っ

て
、
税
金
を
進
ん
で
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
僕
も
や
が

谷

文

子

さ

ん

棚

野

(

来 

)

谷
本
ツ
ネ
マ
さ
ん
中
山 
(西
)

谷

敏

治

さ

ん

横

瀬 

出
見
勢 
)

(

。
稲

川

定

雄

さ

ん

横

瀬 
(過
重
)

(北
)

呑
口
順
治
さ
ん
横
瀬
(
前
川
)

阿
部
ヨ
リ
エ
さ
ん
与
川
内
(東 
)

浦
田
義
照
さ
ん
与
川
内
(
西
)

横

山

安

子

さ

ん

坂

本 
(南
)

林

寅

さ

ん

坂

本 

国


国
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t也 非差でかてに つ
下彼力別きけい、て
鉄ががのたらた私任
工差空壁でれ 。にじ みんな~怒ぐそう部落差捌 
事別しのあたも相て

忘
れ
得
ぬ
人

ー
高
代
さ
ん
と
の
別
離
|
⑦

前

提

中

学

校

教

諭

福

良

健

な
い
の
か

解
放
令
よ
り

一
世
紀

新
憲
法
が

生
ま
れ
て
三
十
余
年

世
の
中
す

っ
か
り
新
し
く
な
り

人
工
衛
星
が
飛
び
月
面
に
人
が

立
つ
時
代
に
な
っ
た

そ
れ
な
の
に
何
と
い
う
馬
鹿
げ
た

不
合
理
を
く
り
か
え
す
の
か

口
先
で
は
差
別
は
い
け
な
い
と

か
人
権
保
立
と
か
い
い
な
が
ら

心
の
中
で
差
別
を
つ
づ
け
る
人
た

ちあ
な
た
が
た
に
は
こ
の
痛
み
が

苦
し
み
が
叫
び
が
わ
か
ら
な
い

の
で
す
か

ほ
ん
と
に
い
い
か
げ
ん
に
や
め

て
く
だ
さ
い

い
つ
ま
で
人
を
苦
し
ま
せ
れ
ば
気

が
す
む
と
い
う
の
で
し
ょ
う

国
民
み
ん
な
が
何
の
わ
だ
か
ま
り

も
な
く

お
互
い
に
胸
は

っ
て
ふ
る
さ
と

を
名
の
り
あ
え
る
日

一
億
同
胞
が

一
つ

に
和
す
る
平
等

社
会
を

一
日
も
早
く
築
き
あ
げ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

そ
れ
は
次
に
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
大
切
な
こ

と
な
の
で
す

い
う
手
紙
を
受
取

っ
た
の
は
、

三
か

月
も
た

つ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

現のか厚ろとし談い
場悠 っさうし仮 がた
でり だを 。てにあ。彼と私由だし理い話さのは主主を私後た人の�  
1動に 。思何も、る誰の しは をれ な由 うがはでい日あはに 。生 短 そ
い 燃 いに、私と よ理 た 、知もいはのこ町あな、げ、せ挙がいれ
て え 、も私にうり解。がつがけはでわにるく突た彼ま式はノ〈か
いな 自まに相ぬも者彩、くてそれつあれ流 。な然 。 と つ はじラら
るが 己 し何百炎ぽさをはぜいのときるたれ う つ 、そ祝た 三ま色
とら のてがをれき も 、 ん た 理 も り 。 とたわた彼の張 。 日 つ の彼

F
し

ル
4

さ

け

び

人
は

つ人
は
だ
れ
で
も
ふ
る
さ
と
を
誇

り
に
思
う

だ
が

三
百
万
も
の
日
本
国
民
が

胸
は

っ
て
は
名
の
れ
な
い
で
い
る

の
だ

い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ふ
る
さ

と
を
か
く
し
ふ
る
さ
と
を
の
が

れ
お
び
え
て
い
る
の
だ

だ
れ
で
も
ふ
る
さ
と
を
も

勝
浦
会
館
一
月
行
事 

8
日
附

15 14 12 
日日日
附附(月)

げ
日 

ω

初
日 

ω

ロ
日
刷

出
日
制

加
日
附
踊
り
教
室

・
奨
学
生
集
会

初
日
幽
習
字
教
室

各
教
室
と
も
開
講
時
刻
は
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
開
講
し
ま
す
。
時
刻

に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

踊
り
教
室

・
奨
学
生
集
会

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
定

例
会

民
話
教
室

手
芸
教
室
一

習
字
教
室
・
断
り
教
室

・

奨
学
生
集
会

諸
集
会 

(各
種
教
室
)
事

業
出
席
者
の
同
和
問
題
研

修
会

生
花
教
室 

(
玉
ノ
木
・
五

十
回
公
会
盆 
)

民
話
教
室
・
奨
学
生
集
会

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・
五

十
回
公
会
堂 
) 

勝
浦
中
学
校 

あ
る
地
域
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ

け
で

結
婚
を
は
ば
ま
れ
許
婚
に
去
ら 

P
T
A

文
部
大
臣
表
彰
の
栄
に
輝
く

T
A
活
動
、
体
育
後
援
会
活
動
の
成

さ
る
十

一
月
二
十
一

日
、
東
京

(絡

居
住
地
を
制
限
さ
れ
交
際
を
い

や
が
ら
れ

働
き
た
く
と
も
織
は
な
く
教
育

は
不
十
分
で

あ
ま
っ
さ
、
ぇ
心
な
い
人
々
の
し
う

ち
に
よ
っ
て

若
い
命
を
自
ら
の
手
で
断
ち
切
る

背
年
も
あ
る

え
た
と
か
ひ
に
ん
と
か
い
う
身

分
差
別

そ
れ
は
速
い
北
自
の
で
き
こ
と
で
は

山
荘 
)
に
お
い
て
昭
和
五
十
五
年
度

優
良 

表
彰
式
が
あ
り
、
徳
島

P
T
A

県
か
ら
は
、
勝
浦
中
学
校
他
一
校
が

表
彰
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
常
日
ご
ろ
、
勝
浦
中
学
校

父
母
と
先
生
が
一
体
と
な

っ
て
の 

果
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
町
民
の

み
な
さ
ま
と
と
も
に
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

P 
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A
H 第

三
十
一
回

県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

第
三
十
一
回
県

中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
は
十
一
月
二

十
三
日
、
美
馬
郡

光
町
美
馬
僑
束

1
国
鉄
穴
吹
駅
西

折
り
返
し
、
六
区

間
二
十
二
♂
の
新

設
コ
ー
ス
に
、
県

下
三
十
二
校
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、

勝
浦
中
学
校
が
見

事
な
タ
ス
キ
リ
レ

ー
で
、
準
優
勝
の

栄
冠
に
郷
き
ま
し
た
。

快
附
微
風
の
好
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
必
ま
れ
た
こ
の
目
、
沿
道
に
詰
め

か
け
た
大
勢
の
フ
ァ
ン
の
声
援
の
中
、

勝
浦
中
学
校
は
、

一
区
か
ら
四
区
ま

で
優
勝
候
補
の
松
茂

・
加
茂
谷
両
中

学
を
お
さ
え
て
ト
ソ
プ
を
走
り
、
こ

の
ま
ま
逃
げ
切
り
初
優
勝
成
る
か
と

思
わ
れ
た
が
、
さ
す
が
優
勝
候
補
、

松
茂
中
学
校
の
猛
烈
な
追
い
上
げ
に

あ
い
、
出
世
附
仙
の
す
、
ぇ
、
わ
ず
か
二
十

三
秒
と

い
う
少
差
で
敗
れ
、
初
優
勝

は
惜
し
く
も
逸
し
ま
し
た
。

〈
一

区

五

キロ〉

も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
か
た
で
、
農
業
委
員

会
が
認
め
た
か
た
。

以
上
の
姿
件
が
そ
な
わ
っ
て
い
て

も
、
選
挙
人
名
御
に
登
載
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
投
来
で
き
ま
せ
ん
。

か
選
挙
管
理
委
貝
会
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

旧
軍
人
恩
給

欠
格
者
会
の
結
成

こ
の
ほ
ど
、
旧
軍
人
恩
給
欠
格
者

会
勝
浦
支
部
が
結
成
さ
れ
、
支
部
長

に
中
西
附
晴
夫
氏
、
制
支
部
長
に
附
板

夫
氏

・
岡
文
雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た

こ
の
会
の
加
入
対
象
範
囲
は
、
半

隊
に
約
二
年
以
上
在
役
し
、
箪
人
恩

給
を
も
ら
っ
て
い
な
い
旧
箪
人
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方

は、

α役
年
数
の
少
い
人
で
も
加
入

を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ご
入
会
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

前
回
よ
り
脱
人
減

日
年
国
勢
調
査

十
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
国
勢

調
査
に
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
回
行
わ
れ
ま
し
た
国
勢
調
査
の

人
口

・
世
帯
数
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
口
で
は
前
回
調
設
に
く
ら
べ
百

六
十
二
人
減
り
、
男
の
方
が
五
十
四

人
減
っ
た
の
に
比
べ
、
女
の
方
が
百

八
人
減
と
女
の
方
の
減
少
が
め
だ

っ

て
い
ま
す
。

人
口
に
対
し
て
世
帯
数
は
補
え
、

一
世
情
平
均
家
族
数
は
前
回
凶

・
一

お
の
忘
れ
な
く
グ

農
業
委
員
会
の

選
挙
人
名
簿
の
登
録

1
締
め
切
り
は

一
月
十
日 

農
業
委
貝
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

は
、
各
有
権
者
が
毎
年
一
月

一
日
現

在
で
、
町
農
業
委
民
会
へ
申
消
し
な

お
問
い
合
わ
せ
は
、

内
業
委
民
会

M

い
と
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
申
筒
替
は
、
近
目
、
指
導
部

長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
送
付
し
ま
す

の
で
、

一
月
十
日
ま
で
に
指
持
部
長

さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資

格

・
年
令
が
尚
二
十
歳
以
上
の
か
た 

0

・
燥
地
而
積
を
十
汁
以
上
耕
作
し
て

い
る
か
た
、
ま
た
は
、
同
婦
の
続
族

給
与
支
払
報
告
書

九
人
に
対
し
、
今
回
は
四

・ 

七
人

一
月
末
ま
で
に
提
出
を 

常
時
二
人
以
上
の
従
業
只
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
、
前
年
中
に
支

H

払

っ
た
針
金
や
給
与
な
ど
の

「
給
与


支
払
報
告
書
」

を、

一
月
三
十

一
日


ま
で
に
悦
務
岩
長
か
町
長
に
提
出
し


な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


こ
れ
は
、
税
法
で
事
業
主
に
刈
し


義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ


l

れ
を
怠
る
と
倒
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な


り
ま
す
。

こ
の
報
告
替
に
よ

っ
て

H、


従
業
只
は
給
与
所
得
俊
除
が
受
け
ら


れ
、
給
与
所
仰
の
み
の
納
税
者
は
、


税
申
告
の
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。


「
雇
用
主
」
の
方
は
、
必
ず
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O

後
藤
信
之
選
手
(
三
年
) 

と
な
っ
て
お
り
、
勝
浦
町
で
も
核
家

U
)
¥
l

一

石
〈
ニ
区
三

♂〉

臼
早
人
選
手
(三
年
)

族
化
の
現
象
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

J J

計

〈
三
区
三 

〉

叡

総
本
初
則
選
手
(
三
年
)

中

〈
四

区

三

♂〉

…

…

燐

村
義
雄
選
手
(一一

だ

〈

五

区

四 

〉

凱

肥
田
隆
司
選
手
(三
年 
)

航

〈

六

区

四

J
〉

準

-V
入

い

補

員

吋 

内 訳 世帯手
也平吾量買

あだり男 女� 

‘、 ¥ 同 人
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年
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克
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選

手 

t
U
T

A
w

fλ「す・市川市
 日
い
し
いY

川

補

ロ

員 

(
三
年
)

的

定

作

営

之

滋

子一年 
)
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4

-
加
入
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込
先
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雄
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ニ
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四
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i
七
十
年
ま
で
は
柄
、
え
つ
づ
け
る
。 農


昨
年
の
作
柄
は
、
昭
和
五
十
三
年

L
H

ヨ

B
M

M
m

作
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産
を
下
回
る
ほ
ど
の
不
作
で
、
今
年

は
ま
だ
大
豊
作
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

昨
年
も
新
年
に
あ
た
り
「
み
か
ん

作
り
の
基
本
を
一
つ
一
つ
理
解
し
、

忠
実
に
実
行
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
が
、
本
年
も
同
じ
呼
び
か
け

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
と
に

か
く
、
今
年
は
「
い
か
に
し
て
適
正

な
結
果
量
に
す
る
か 

を
実
行
し
て

く
だ
さ
い
。

み

が

ん

老
木
圏
、
不
良
系
統
の
改
植

昨
年
も
会
図
的
に

一
方
じ
近
く
が


改
組
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
林
水
産


省
の
見
と
お
し
で
は 

う
ん
し
ゅ
う


み
か
ん
の
生
産
量
は
、
昭
和
六
十
五


と
の
-
」
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
こ
そ
、
生
産


性
の
あ
が
ら
な
い
之
木
や
不
良
系
統


の
み
か
ん
闘
を
思
い
切

っ
て
伐
採
し
、


優
良
系
や
需
要
の
多
い
柑
禍
類
へ
の


転
換
を
は
か

つ
て
く
だ
さ
い
。


最
近
行
わ
れ
て
い
る
改
梢
方
法
を

見
て
お
り
ま
す
と
、
老
木
(
不
良
系 
)

を
伐
採
後
す
ぐ
、
ど
う
に
か
凶
柄
、
ぇ
付

|
リ
ン
一

・
立
話
、
完
熟
堆
肥
を

(
直
径
八
十
句
、
深
さ
丘
十
代
〆
の

穴
に
苦
土
石
灰
三
位
、

き
る
だ
け
大
き
く
、
ま
た
深
く
掘
る

の
が
よ
い
の
で
す
が
、

一
応
次
の
例

を
参
々
に
し
て
く
だ
さ
い
。

¥ー

¥-' 

け
で
き
る
程
度
の
穴
を
帰
り
、

一
年

生
首
木
を
植
え
付
け
、
あ
と
は
時
と

き
草
を
刈
る
程
度
の
図
が
多
く
、
幼

木
の
管
理
の
十
分
行
わ
れ
て
い
る
闘

が
非
常
に
少
い
こ
と
が
日
に
つ
き
ま

す
。
こ
ん
な
管
理
で
は
、
い
く
ら
優

良
系
の
苗
を
植
栽
し
て
も
寸
分
な
成

果
は
と
て
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
昭

和
三
十
年
代
当
時
の
苗
木
の
は
他
え
付

け
を
よ
く
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
月
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

作
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
老
木 
(
不
良
樹
)
の
伐
係

で
き
る
だ
け
焼
却
す
る
か
、
た
き

さ
用
と
し
閣
外
へ
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
地
で
焼
却
す
る
と
き
は
火

元
に
十
分
注
意
し
、
大
規
模
に
な
る

と
き
は
、
地
一冗
の
消
防
団
の
方
や
役

場
事
務
局
へ
述
給
し
て
お
く
こ
と
。

ま
た
、
抜
桜
も
可
能
な
限
り
行
、
っ
と

良
い
で
し
ょ
う
。

-
画
地
の
改
造

新
し
く
植
μ
八
を
侃
る
前
に
、
畑
の

ガ
ケ
崩
れ
の
修
理
や
果
実
の
運
搬
道

と
な
る
通
路
の
維
保
な
ど
を
行
い
、

植
山
八
予
定
地
の
設
定
を
行
う
。

-
植
穴
掘
り

こ
の
作
業
が
披
も
大
切
で
す
。
重

労
働
の
た
め
省
か
れ
て
い
ま
す
が
、

ぜ
ひ
や
り
た
い
も
の
で
す
。
穴
は
で

度
で
す
。
施
肥
後
、
中
耕
除
草
を
併

せ
て
行
、
っ
と
肥
効
が
高
ま
り
ま
す
。

も
し
、
病
害
虫
の
発
生
が
見
ら
れ
る

よ
う
な
ら
前
月
号
を
見
て
く
だ
さ
い
。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

中
間
追
肥
と
し
て
、
化
成
肥
料
を

十
け
当
り
一
袋
程
度
を
施
し
、
中
耕

除
草
を
し
ま
す
。
春
ど
り
用
は
早
め

に
作
業
を
行
っ
て
、
生
育
を
促
進
さ

コ
ン
テ
ナ
に
三
ば
い
分
程
度
を
よ

く
混
和
し
準
備
し
て
お
く
。)

深

耕
活
力
の
あ
る
新
恨
の
発
生
を
促
し
、

耐熱、

・
耐
干
カ
を
つ
け
、
樹
勢
を
保

ち
、
ひ
い
て
は
述
年
結
果
に
結
び
つ

け
る
に
は
こ
の
作
業
が
設
も
効
果
が

あ
り
ま
す
υ

掘
っ
た
穴
に
右
参
考
例

の
柏
穴
用
に
入
れ
た
改
良
資
材
を
投

入
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

貯
蔵
管
理

子
拾
が
終
れ
ば
戸
窓
を
閉
め
、
換

気
ロ
だ
け
を
開
け
新
鮮
な
空
討
を
と

り
入
れ
ま
す
。
腐
敗
来
の
占
、
検
を
二

十
日
間
に

一
回
の
割
合
で
行
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ

温
度
管
理

夜
間
は
二
度
以
下
に
な
ら
な

い
よ

う
に
保
温
し
ま
す
。
昼
間
は
二
寸
.4

皮
を
越
え
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル

を
開
閉
し
て
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

高
温
に
な
る
と
葉
柄
が
徒
長
し
、
品

質
が
低
下
し
ま
す
か
ら
注
意
が
必
要

で
す
。

株

管

理

適
正
架
数
を
守

っ
て
良
品
を
生
産

す
る
た
め
に
、
摘
花
果
や
ヰ
則
小
果
、

お
よ
び
古
楽
を
取
り
除
く
作
業
は
、

な
る
べ
く
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

採
光

・
通
風
を
よ
く
し
て
、
草
勢
の

紺
持
と
品
質
向
上
を
は
か

つ
て
く
だ

さ
い
。

追

肥

草
で
き
と
果
実
の
色
艶
を
見
な
が

ら
、
液
肥
は

一
回
当
り
八 

十 

地

用
し
ま
す
。

な
お
、
機
水
は
午
前
中
に
行
っ
て
、

十
分
に
肥
効
が
で
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

防

除

作
型
に
応
じ
て
薬
剤
散
布
を
し
ま


す
が
、
収
磁
状
況
や
昼
間
の
飾
の
行


動
時
な
ど
は
さ
け
て
行
い
ま
す
。
や


む
を
得
な
い
場
合
は
、
薬
沓
の
少
な


い
ポ
リ
オ
キ
シ
ン
、

ト
ク
チ
オ

ン
な


ど
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。


加
工
イ
チ
ゴ

二
固
め
の
追
肥
時
期
で
す
。
標
準

訟
は
、
十
川
当
り
化
成
肥
料
一
袋
程

i

J

1月26日文化財防火デー

せ
ま
し
ょ
う
。

電
々
だ
よ
り

五
十
音
別
電
話
帳
が

ご
入
用
の
方
は
電
話
局
へ

昭
和
五
十
五
年
十
月

一
日
発
行
の

徳
助
県
五
十
音
別
電
話
帳
の
南
部
版

は
す
で
に
お
届
け
し
ま
し
た
が
、
東

部
版
・
西
部
版
が
ご
入
用
の
方
は
、

ご
希
望
の
版
を
電
話
局
窓
口
ま
で
お

申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

現
在
、
お
持
ち
の
電
話
回
線
数
の

部
数
ま
で
は
無
料
で
す
。

く
わ
し
く
は
二 
0
0
0番
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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保
育
所
入
所
申
請
の
受
付

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

昭
和
五
十
六
年
度
(
四
月
か
ら
)の

保
育
所
入
所
申
摘
の
受
付
け
を
次
の

見
え
な
い
ガ
ス
も
れ
か
ら

家
庭
を
守
る
ガ
ス
瞥
報
器

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う

最
近
、
特
に
ガ
ス
も
れ
に
よ
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因

は
、
八
十
打
ま
で
が
消
費
者
の
不
注

意
か
ら
の
ガ
ス
も
れ
に
よ
る
爆
発
で

す
。

な過め会て回似らせ円�  T を� Z効率? 

』 ど去る座も復よ橋て拾土受きの�  i
 

寄あ コ興 泣か父波ピい�  け受孫;�  
せ三立ツが い中けに横る ン世 与立 て話与を:�  
っム 友老 て 声似夫 ク間川�  it る器川追�  1 
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; な� 4あさす 日喜幕に み の生 シ か 解 ょ が . �  
i は美れ願万 解き義舞 れかり切�  i
i 笑ずみ

いれゆれる
来代るい里 散子う いりえれ{

さlこ'[J( 送出;お皮洗 五申ー 婚学 運鈍なお っ;
いの巴町り認 雑算濯 線年行 気歴 動行る�  H乎 ま:� 
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-
申
請
受
付
日
時

*

沼

江

保

育

所

*
生
比
奈
保
育
所

*

横

瀬

保

育

所

一
月
二
十
二
日

午
前
八
時
三
十
分 
1
十
時
ま
で

と
お
り
行
い
ま
す
。

-
入
所
で
き
る
人
員

一
月
二
十
三
日

横

瀬

保

育

所

一

二 

O

生

比

奈

保

育

所

九 

人
O
人

午
前
八
時
三
十
分 
1
十
時
ま
で

一
月
二
十
四
日

O

沼

江

保

育

所

四 

人

午
前
八
時
三
十
分 

十
時
ま
で

i

カ
ス
融
官
報
器
は
、
万

一
、
ガ
ス
が

も
れ
た
時
、
カ
ス
も
れ
を
キ
ャ

ッ
チ

し
て
、
ブ
ザ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

火
災
報
知
機
に
つ
ぐ
家
庭
の
安
全
設

備
で
す
。
国
で
は
い
ま
安
全
確
保
の

た
め
、
強
力
に
警
報
器
の
取
り
付
け

運
動
を
笑
地
し
て
い
ま
す
。
気
密
性

に
富
ん
だ
台
所
の
ご
家
庭
は
、
特
に

取
り
付
け
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
(
ガ

ス
業
者
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。)

協

会

勝

浦

支

部

L
P

用� 

1月7日(水) 仇 李� 

1成犬可;品i

小犬

一飼い犬は必ず

つないで下さい一 有之

j 

い棚与!
ま
ま聖子み� ! 
人 知 j 
生太っ:�  
の 田 た �  l
午 人!�  
後正の�  4 
と平昧�  j 
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つ'[J(限さ渓ハで;つの子瀬婦な否江るで名がい
てはりん刀に�  て係自 のく知 の押 走� j武

:Iご短CJ:<;iキ� :いおを稼詩宅金ら大にし丸りに
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1

歯 景 枝気月

・
入
所
で
き
る
要
件

母
親
の
仕
事
・
疾
病
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
家
庭
で
保
宵
で
き
な
い
児

O

・
申
請
手
続
き

受
付
け
は
、
必
ず
家
族
の
か
た
が

申
請
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
当
日

都
合
の
惑
い
か
た
は
、
他
の
保
育
所

の
時
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
三
歳
未
満
児
は
、
沼
江
保

育
所
で
保
育
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か

た
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
保
育
所
へ
入
所
さ
れ
て
い

身
体
が
虚
弱
で
集
団
保
育
に
耐
、
ぇ

る
児
童
も
、
申
請
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

ん
ぽ
う
強
い
」
「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」

に
育
て
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
保
育
所
入
所
児
を

も
っ
お
母
さ
ん
と
、
育
児
中
の
お
母

さ
ん
を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
か
ら
、
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

重
で
あ
る
こ
と
。

-
次
の
事
項
に
該
当
す
る
児
童
は
入

所
で
き
ま
せ
ん
。

伝
染
病
、
そ
の
他
悪
質
な
疾
患
を

2


精
神
病
や
悪
癖
を
有
す
る
子

ら
れ
な
い
子

た
く
ま
し
い
子
ど
も
に

講
演
会
を
開
催

最
近
の
子
ど
も
は
、
体
格
は
よ
く

な
っ
た
が
、
体
力
が
な
い
と
よ
く
一
言

と

き
と
こ
ろ

講

師
i寅

題� 

一
月
二
十
四
日
(
土
)i

午
前
十
時
三
十
分 

正
午

福
祉
セ
ン
タ
ー
-
二
階

徳
島
大
学
教
授

岡

本

卓

雄

先

生

「体
育
あ
そ
び
と
幼
児
教

育
」

わ
れ
ま
す
。
親
が
子
ど
も
を
大
切
に

す
る
あ
ま
り
、
身
体
的
に
も
、
精
神

的
に
も
鍛
え
る
時
と
場
所
を
も
た
な

い
今
日
ほ
ど
子
ど
も
た
ち
に
「
し
ん

ぼ
う
す
る
」
「
が
ま
ん
す
る
」
こ
と
が

欠
け
て
い
る
時
代
は
な
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を

「
し 

;
; 

1
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γ
γ

・ 

・ 

・

・γ
・ 

-v γ
-
Y
γ

γ
o
Y
-
v
γ
-
v

γ
-
Y
γ

r

心
か
ら

・
・γ 
y

・Y
Y
γ

加

統

俄

一
さ
ん
(
棚

到 

)

日
浦
サ
ツ
キ
さ
ん 
(
坂

本 

)

以
上
の
万
か
ら
、
町
善
意
銀
行
に

善

意
あ
り
が
と
う

デ」
ざ
い
ま
し
た

d

岡

筋

朱

さ

ん

(

星

平
ワ
サ
子
さ
ん
(
棚

片
山
笠
子
さ
ん
(
検

湯
浅
博
之
さ
ん
(
槻


白
草
モ
ト
コ
さ
ん
(
生


庁
町
内
の
恵
ま
れ
な
い
子
に 

五
円
玉

(十

益
立
が
谷
せ
ら
れ
ま
し
た

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
井
君
が
銀
メ
ダ
ル

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ー
月
二
寸
主
日
か
ら
二 

問
、
凶

体
の
余
い
ん
が
残
る
栃
木
県
で
行
わ

れ
た
第
十
六
回
全
国
身
体
障
者
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
、
本
町
か
ら
出
場
し

た
、
平
升
知
一
ザ
君
(生
名 
)が
千
ヰ
百
ぷ

競
定
で
、 

4
分
川
町
秒
と
い
う
好
タ
イ

ム
で
準
優
勝
し
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

祉
セ
ン
タ
ー
-
一一

凶
歳
未
満
の
者
で

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

習
字
学
級

一
月
七
日
(
水 
)

一
月
二
十
一

日
(
水
)

と

き

午
後
七
時

と
ニ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
相
室

墨
総
学
級

u

一
月
七
日
(
水 
)

一
月
十
七
日
(
土
)

H

と

き

午
後
七
時

と
ニ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
占
室

短
験
学
級

一
月
十
五
日
(
木
)

と

き

午
後
一
時

E
M

と
こ
ろ

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
世
室

お
誕
生
お
め
で
と
う

二
キロ)
を
寄
付

凶
角
ミ
ヤ
ノ
さ
ん
(
黒
岩
)
か
、
旬
、

。
町
内
の
恵
ま
れ
な
い
子
に 

国型ナ

大
谷
智
彦
二
男

寒

山

敬

一

長

男

誠

樋
本
勝
供

二
男

恭

朗

市

坂

光

紀

長

女

総

美

浅
田
泰
市

二
男

渉

成

安

功

自

長

女

真

実

小

坂

式

美

長

男

武

嗣

市

以

利

行

長

男

賦

之
A
H

重

H

と、

十
年
か
け
て
、

コ
ツ
コ
ツ
た
め
た
丘

悶
玉
を
、
歳
末
た
す
け
合
い
通
勤
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

f ヘ

与

川

内

戸
徳
島
市

「

坂

本

/
那
賀
川
町

ヘ

横

瀬

/
徳
島
市


「

中

角


阿

南

市

拠
川

勝
己

井
原
ま
ゆ
美

戸
田

芳

彦

住

友

幸

子

山

西

理

市

森

タ

ミ

コ

山

下

厳

西
久
保
正
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

中久山今昆�  

角国西山谷

岡

庄

二 

(
市
政 
)

大
森
イ
サ
ノ 
(
町
歳
)

松
本
貞
子
(
印
歳
)

松
平
タ
ケ
ノ
(
花
歳
)

西
尾
宗
太
郎
(
日
歳 
) 

乳

児

健

康

診

査

と

き

一
月
十
六
日
(
金
)

と
こ
ろ

該
当
児 

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
丘
十
γ
平
年
七
月
一
日 

i
十

一
月
三
寸
日
ま
で
に

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風

三
種
混
合

予
防
接
種

※と

生
れ
た
児

母
子
手
帳
を
?
」
持
参
く
だ
さ
い
。

一
才
児
健
康
診
査

と

き

一
月
二
十
二
日
(
木
)

と
こ
ろ

設
当
者

接
種
方
法

住 

き

l

二
級

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

第

一
期
は
、
一
月
-
}
と

に
三
回
、
第
二
期
は
、

三

回
終
了
後
十
二
か
月 

十

八
か
丹
後
に
一
回
按
桂 i

と
こ
ろ

設
当
児 

一
一
月
三
十
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
四
年
九
月

一
日 

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
れ
た
児

l

階

※ 

母
チ
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
母
守
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

{同

1月 2 8 上勝彦療所�  

4日 山 西 医 院� 

6日 勝 湾 病 院� 

8日 上勝第 2ð~ 君主所 

10日| 湯 浅 医 院� 

12日 | 勝 湾 病 院� 

14巴 赤 岩 医 院� 

16日 勝 湾 病 院� 

18日 上勝 ð~ 療所 

20日 山 西 医 院� 

22日 勝 湾� 院� 

24日 上勝第 2診療所�  

26日 湯 浅 医 院� 

28日 勝 滴 病 院� 

30日 赤 岩 医 院

名聖j' i牧野谷

久捌 横生棚�  1反

-v
IJ 

¥J 

¥ー

瀬名野本

夜間被急当番表�  

平日 午後 6時~翌 B午前 9時

休日 午後 7時~翌日午前 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




